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2020

①講義内容をウェブで配信（右は青野塾長）②第９回（中・上級コース）の講義のようす

●
前
年
同
期
比
15
・
２
％
減
の
約
２
１
０
万
㌧
／
20
年
度
上
期
鉄
骨
需
要
量
（
２
面
）

●
推
定
鉄
骨
需
要
量
は
約
35
万
㌧
／
国
土
交
通
省
９
月
着
工
統
計
（
５
面
）

●
田
中
健
二
氏
（
高
橋
製
作
所
社
長
）
が
黄
綬
褒
章
／
国
土
交
通
省
（
６
面
）

●
20
年
度
上
期
鋼
橋
受
注
は
８
万
１
２
５
７
㌧
／
日
本
橋
梁
建
設
協
会
（
６
面
）

●
新
社
長
登
場
／
日
鉄
ボ
ル
テ
ン
・
吉
村
康
嗣
氏
…
…
…
…
…
…
（
８
面
）

●
新
理
事
長
／
宮
崎
県
鉄
構
工
業
会
・
鴨
林
昌
利
氏
…
…
…
…
…
（
10
面
）

●
中
野
盛
行
氏
の
「
退
職
記
念
祝
賀
会
」
開
催
／
全
国
か
ら
約
50
人
参
集
（
12
面
）

●
デ
シ
タ
ル
リ
ボ
ン
・
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
タ
ー
版
発
売
へ
／
優
（
千
葉
）
（
13
面
）

●
特
集
／
非
破
壊
検
査
２
０
２
０
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
14
～
18
面
）

●
21
年
賀
詞
交
歓
会
の
開
催
を
審
議
／
東
構
協
…
…
…
…
…
…
…
（
24
面
）

　

東
京
鉄
構
工
業
協
同
組
合
（
東

構
協
）
の
青
年
経
営
者
員
会
（
会

長
＝
松
田
一
朗
・
松
田
鋼
業
社

長
）
が
主
催
す
る
若
手
経
営
者
・

技
術
者
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

「
東
構
塾
」
（
塾
長
＝
青
野
弘
毅

・
元
那
須
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
工

業
）
は
10
月
31
日
、
東
京
都
中
央

区
の
東
構
協
会
議
室
で
第
７
期
第

９
回
（
中
・
上
級
コ
ー
ス
）
の
講

座
を
開
い
た
。
同
塾
で
は
今
夏
か

ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
策
と
し
て
遠
隔
地
で
も
オ

ン
ラ
イ
ン
で
受
講
で
き
る
よ
う
に

ウ
ェ
ブ
会
議
サ
ー
ビ
ス
「
Ｇ
ｏ
ｏ

ｇ
ｌ
ｅ　

Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
」
を
使
っ
た

講
義
が
行
わ
れ
て
お
り
、
当
日
の

講
義
風
景
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
塾

生
に
配
信
さ
れ
た
。

　

青
野
塾
長
は
、
「
現
場
施
工
」

を
テ
ー
マ
に
、
①
現
場
溶
接
（
組

立
溶
接
を
含
む
）
②
高
力
ボ
ル
ト

締
め
付
け
③
現
場
安
全
作
業　
　

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
的

な
ポ
イ
ン
ト
や
作
業
上
の
留
意
点

な
ど
を
解
説
し
た
。
特
に
現
場
で

の
溶
接
施
工
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

①
現
場
施
工
要
領
書
（
溶
接
）
の

確
認
②
作
業
環
境
③
鋼
種
と
溶
接

材
料
の
組
み
合
わ
せ
の
管
理
④
溶

接
方
法
（
手
順
）
の
管
理
⑤
入
熱

・
パ
ス
間
温
度
管
理
⑥
溶
接
（
Ｕ

Ｔ
・
外
観
）
管
理
⑦
溶
接
技
能
者

の
管
理　
　

を
挙
げ
て
説
明
し
た
。

　

講
義
後
の
質
疑
で
は
現
場
溶
接

の
検
査
、
柱
の
建
方
精
度
な
ど
日

常
業
務
に
お
け
る
実
務
的
な
課
題

な
ど
で
意
見
を
交
わ
し
た
。

　

ま
た
、
同
塾
で
は
中
・
初
級
、

中
・
上
級
コ
ー
ス
に
分
け
て
こ
れ

ま
で
講
義
を
実
施
し
て
き
た
が
、

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
策
と
し
て
ウ
ェ

ブ
活
用
で
合
同
開
催
も
検
討
す
る
。

さ
ら
に
第
７
期
生
の
研
修
旅
行
を

来
年
１
月
に
行
う
予
定
と
し
た
。

ウェブで〝リアルタイム配信〟
東構塾

「現場施工」をテーマに講義

①

②
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20
年
度
上
期
の
鉄
骨
需
要
量

前
年
同
期
比
15
・
２
％
減
の
約
２
１
０
万
㌧

需
要
減
が
鮮
明
、価
格
維
持
が
焦
点
に

　

国
土
交
通
省
の
建
築
着
工
統
計
か
ら
試
算
し
た
20
年
度
上
期

の
鉄
骨
需
要
量
は
、
前
年
同
期
比
15
・
２
％
減
の
約
２
１
０
万

㌧
と
な
っ
た
。
都
道
府
県
別
の
結
果
は
表
の
通
り
で
、
沖
縄
県

（
前
年
同
月
比
33
・
９
％
増
）
、
佐
賀
県
（
同
25
・
９
％
増
）
、

広
島
県
（
同
18
・
４
％
）
、
山
形
県
（
同
17
・
９
％
増
）
、
高

知
県
（
同
13
・
５
％
増
）
、
北
海
道
（
同
11
・
１
％
増
）
が
10

％
を
超
え
る
大
幅
な
伸
び
率
を
示
し
た
が
、
京
都
府
（
同
39
・

４
％
減
）
、
滋
賀
県
（
同
39
・
４
％
減
）
、
熊
本
県
（
同
39
・

１
％
減
）
、
宮
崎
県
（
同
38
・
４
％
減
）
、
東
京
都
（
同
35
・

０
％
減
）
が
い
ず
れ
も
35
％
超
の
減
少
率
と
な
り
、
全
体
的
に

落
ち
込
ん
だ
。
地
域
別
で
は
北
海
道
（
同
11
・
１
％
増
）
と
四

国
（
同
３
・
８
％
増
）
を
除
き
全
国
で
減
少
、
特
に
首
都
圏
は

同
19
・
２
％
減
と
こ
れ
ま
で
の
堅
調
な
推
移
か
ら
一
転
し
、
大

幅
減
と
な
っ
た
。

　

20
年
度
上
期
の
鉄
骨
需
要
量

は
２
１
０
万
３
２
２
７
㌧
（
前

年
同
期
比
15
・
２
％
減
）
と
な

っ
た
。
地
区
別
の
内
訳
は
、
北

海
道
、
四
国
の
２
地
区
で
増
加
、

首
都
圏
は
55
万
６
３
５
２
㌧

（
同
19
・
２
％
減
）
と
な
っ
た
。

　

地
区
別
の
シ
ェ
ア
は
、
関
東

が
33
・
５
％
で
１
位
、
前
年
２

位
だ
っ
た
近
畿
（
シ
ェ
ア
15
・

０
％
）
が
同
３
位
の
中
部
（
同

15
・
１
％
）
と
入
れ
替
わ
っ
た

ほ
か
は
、
同
７
位
の
甲
信
越
と

同
８
位
の
北
海
道
が
、
同
９
位

の
北
陸
と
同
10
位
の
四
国
が
そ

れ
ぞ
れ
入
れ
替
わ
っ
た
。
県
別

で
増
加
し
た
の
は
北
海
道
、
青

森
県
、
山
形
県
、
千
葉
県
、
岐

阜
県
、
三
重
県
、
兵
庫
県
、
島

根
県
、
広
島
県
、
香
川
県
、
愛

媛
県
、
高
知
県
、
佐
賀
県
、
沖

縄
県
の
14
道
県
で
全
国
的
に
は

減
少
が
目
立
つ
結
果
と
な
っ
た
。

　

用
途
別
に
み
る
と
、
堅
調
に

推
移
し
て
い
た
倉
庫
が
前
年
同

期
比
14
・
６
％
増
と
こ
こ
に
き

て
大
幅
な
増
加
を
示
し
た
ほ
か
、

学
校
が
同
９
・
２
％
増
と
な
っ

た
が
、
そ
れ
以
外
は
減
少
と
な

り
、
中
で
も
、
工
場
（
同
23
・

９
％
減
）
、
住
宅
（
同
23
・
３

％
減
）
、
店
舗
（
同
19
・
８
％

減
）
が
目
立
つ
。

　

高
力
ボ
ル
ト
や
鋼
材
の
手
配

難
な
ど
で
需
要
の
減
少
傾
向
を

示
し
た
18
年
度
第
４
四
半
期

（
１
～
３
月
）
以
降
、
19
年
の

端
境
期
、
20
年
の
コ
ロ
ナ
禍
の

発
生
な
ど
で
、
需
要
の
前
年
同

期
比
割
れ
は
７
期
連
続
と
な
っ

た
。
一
部
関
係
者
の
間
で
は

「
今
年
度
４
０
０
万
㌧
割
れ
も

あ
り
う
る
」
と
悲
観
的
な
見
方

も
出
始
め
て
お
り
、
業
界
に
警

戒
感
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
先
行
き
は
楽
観
・
悲

観
双
方
の
意
見
が
あ
り
不
透
明

感
が
払
し
ょ
く
で
き
な
い
が
、

「
21
年
度
も
厳
し
い
だ
ろ
う
」

と
し
て
回
復
は
22
年
ご
ろ
と
す

る
関
係
者
の
声
は
少
な
く
な
い
。

こ
う
し
た
需
要
の
下
押
し
で
、

足
元
、
ゼ
ネ
コ
ン
の
受
注
競
争

に
伴
う
指
値
や
広
域
な
相
見
積

も
り
の
乱
発
、
海
外
フ
ァ
ブ
の

積
極
的
な
起
用
な
ど
の
動
き
が

散
見
さ
れ
、
鉄
骨
単
価
の
下
落

傾
向
が
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
。

業
界
で
は
価
格
の
維
持
が
最
大

の
焦
点
と
な
ろ
う
。
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コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

も
あ
り
、
今
年
度
の

鉄
骨
需
要
量
は
４
月

か
ら
６
カ
月
連
続
で

前
年
同
月
を
下
回
る
状
況
が
続
い
て
い

る
。
上
半
期
（
４
～
９
月
）
の
累
計
は

前
年
同
期
比
約
15
％
減
の
２
１
０
万
㌧
。

こ
の
減
少
率
を
前
年
度
の
年
間
実
績

（
４
５
７
万
㌧
）
に
単
純
に
当
て
は
め

る
と
、
20
年
度
の
年
間
需
要
量
は
３
８

６
万
㌧
と
い
う
計
算
に
な
る
。

　

小
紙
が
創
刊
し
た
１
９
８
０
年
以
降
、

年
間
鉄
骨
需
要
量
が
４
０
０
万
㌧
を
下

回
っ
た
の
は
09
年
度
の
３
９
１
万
㌧
だ

け
だ
。
08
年
に
生
じ
た
リ
ー
マ
ン
・
シ

ョ
ッ
ク
の
影
響
で
国
内
民
間
設
備
投
資

が
著
し
く
減
退
し
、
鉄
骨
需
要
も
大
幅

に
減
少
。
少
な
い
需
要
を
巡
っ
て
ゼ
ネ

コ
ン
間
さ
ら
に
フ
ァ
ブ
間
で
受
注
競
争

が
激
し
さ
を
増
し
、
ま
さ
に
パ
ニ
ッ
ク

状
態
に
陥
っ
た
。
結
果
、
鉄
骨
単
価
は

瞬
く
間
に
下
落
し
、
そ
れ
ま
で
ト
ン
23

万
円
前
後
で
推
移
し
て
い
た
中
小
Ｓ
造

物
件
の
鉄
骨
相
場
が
一
気
に
５
万
円
以

上
落
ち
込
む
事
態
と
な
っ
た
。

　

需
要
低
迷
が
続
く
現
在
、
こ
う
し
た

状
況
の
再
来
を
懸
念
す
る
業
界
関
係
者

も
少
な
く
な
か
ろ
う
が
、
当
時
と
現
在

の
業
界
環
境
は
大
き
く
異
な
る
。

　

90
年
代
後
半
か
ら
07
年
度
ま
で
の
鉄

骨
需
要
は
年
間
６
４
０
～
７
８
０
万
㌧

前
後
で
推
移
し
、
各
年
の
需
要
と
鉄
骨

相
場
の
推
移
な
ど
か
ら
、
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
が
発
生
し
た
08
年
時
点
の
フ

ァ
ブ
業
界
の
供
給
能
力
は
６
５
０
万
㌧

前
後
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
う
し

た
中
で
生
じ
た
市
場
の
急
激
な
悪
化
。

09
年
度
の
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
は
極
め
て
大

き
く
、
需
要
が
供
給
量
の
６
割
程
度
に

と
ど
ま
る
状
況
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

方
や
近
年
の
鉄
骨
供
給
能
力
は
年
間

５
０
０
万
㌧
前
後
と
さ
れ
、
需
要
が
４

５
７
万
㌧
に
と
ど
ま
っ
た
19
年
度
も
フ

ァ
ブ
業
界
に
と
っ
て
大
き
な
不
足
感
は

な
か
っ
た
。
現
実
味
を
帯
び
る
「
年
間

需
要
４
０
０
万
㌧
割
れ
」
。
確
か
に
衝

撃
的
な
数
字
で
は
あ
る
が
、
仮
に
そ
れ

が
現
実
と
な
っ
て
も
、
関
連
業
界
が
前

回
の
よ
う
な
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
ら
ず
に
需

給
バ
ラ
ン
ス
を
冷
静
に
見
極
め
、
慎
重

な
対
応
に
努
め
る
こ
と
が
肝
要
だ
。

需
給
見
極
め
、冷
静
な
対
応
を

今週

主張
の

Insistence of This week

　

日
本
溶
融

亜
鉛
鍍
金
協

会
は
、
会
員

82
社
の
９
月

の
溶
融
亜
鉛

め
っ
き
の
生

産
実
績
を
ま

と
め
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
、

全
体
で
は
前

年
同
月
比
12

・
３
％
減
の

９
万
１
５
０

８
㌧
と
な
っ
た
。
シ
ェ
ア
の
大

き
い
建
築
材
が
同
10
・
４
％
減

の
３
万
３
８
３
３
㌧
、
道
路
が

同
８
・
５
％
減
の
１
万
１
８
９

７
㌧
と
な
っ
た
。

　

全
国
７
地
区
別
で
は
北
海
道

（
５
社
）
が
同
13
・
９
％
減
の

３
３
０
８
㌧
、
東
北
（
３
社
）

が
同
20
・
３
％
減
の
３
１
１
１

㌧
、
関
東
（
19
社
）
が
同
13
・

５
％
減
の
２
万
１
２
２
４
㌧
、

中
部
（
10
社
）
が
同
21
・
１
％

減
の
１
万
７
０
８
９
㌧
、
関
西

北
陸
（
31
社
）
が
同
８
・
６
％

減
の
２
万
３
９
０
３
㌧
、
中
四

国
（
６
社
）
が
同
３
・
３
％
減

の
１
万
１
９
４
２
㌧
、
九
州

（
８
社
）
が
同
８
・
１
％
減
の

１
万
９
３
１
㌧
。
全
７
地
区
で

減
少
と
な
っ
た
。

　

工
種
別
で
は
電
力
・
通
信
が

同
０
・
８
％
増
の
９
０
５
６
㌧
、

め
っ
き
鉄
筋
が
同
８
・
９
％
増

の
２
０
７
㌧
、
鉄
道
が
同
35
・

４
％
増
の
１
０
４
４
㌧
と
増
加

し
た
。

　

一
方
、
仮
設
機
材
、
一
般
鋼

材
、
継
手
、
フ
ァ
ス
ナ
ー
な
ど

は
減
少
し
た
。

生産実績は９万1508㌧
めっき鉄筋・電力・通信などが増加

９月のめっき生産実績




